
西
の
中
世
史
を
比
較
し
て
研
究
す
る
こ
と
に
、
凡
そ

欄
慶
な
る
も
の
は
そ
の
成
立
の
蟄
礎
｛
に
祉
会
経
済
の

制
約
を
も
つ
と
同
時
に
、
そ
の
精
神
的
本
質
を
宗
教

に
よ
っ
て
規
定
せ
ら
れ
る
所
が
多
い
こ
と
を
見
出
す

の
で
あ
る
（
束
京
創
文
社
・
七
〇
八
頁
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
議
健
二
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
饗

　
　
0
8
艦
①
男
＝
山
①
…
び
8
8
虞
酌
興
し
。
寒
－

　
　
同
ジ
笛
日
屡
9
ヨ
。
摩
ぽ
H
鼠
く
。
ぼ
江
9
回
跨
伊
葺
－

　
　
ゑ
嵩
。
。
ρ
（
℃
窪
器
ρ
客
。
」
G
Q
～
お
●
一
の
誘
レ
♂
や

　
　
や

　
　
》
。
暮
・
）

　
最
近
の
フ
ラ
ン
ス
箪
命
史
研
究
の
顕
著
な
一
つ
の

傾
向
は
、
草
命
に
お
け
る
畏
衆
の
三
遷
、
そ
の
意

義
、
そ
の
挫
格
な
ど
に
つ
い
て
の
考
察
の
進
展
で
あ

ろ
う
。
ジ
ョ
レ
ス
、
ズ
チ
エ
ー
ズ
、
ル
フ
ェ
冨
ヴ
ル

な
ど
に
よ
っ
て
深
め
ら
れ
て
き
た
社
会
経
済
史
的
研

究
ほ
、
今
次
大
戦
後
の
社
会
主
義
勢
力
の
伸
張
を
背

景
と
し
、
労
働
運
動
吏
的
立
場
よ
り
の
研
究
の
推
進

一
…
た
と
え
ば
膨
【
三
五
ご
　
＝
ジ
δ
一
「
o
Q
β
蔓
薄
く
宇

ヨ
α
コ
け
3
β
く
臨
O
吐
陰
ρ
冨
嶋
P
貯
●
嗣
．
6
圃
・
詣
り
α
凶
、
と
く
に
一
ケ
ラ

ン
の
著
轡
ご
p
三
£
O
葱
H
ぎ
…
一
飛
一
三
器
臼
。
巳
諺
い
窪

皆
蕊
汐
質
感
渋
墨
α
「
禽
）
号
牙
琴
．
ジ
、
9
払
．
H
¢
塩
と
、

そ
れ
に
対
す
る
批
判
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
お

　　　1一

“i一：1一

け
る
階
級
闘
争
、
階
級
構
成
、
階
級
内
の
諸
対
立
な

ど
の
問
題
に
、
研
究
の
焦
点
が
し
ぼ
ら
れ
て
き
た
。

極
め
て
概
論
的
で
簡
単
な
も
の
で
あ
る
が
、
ソ
ブ
ー

ル
の
最
近
の
論
丈
〉
ぎ
⑦
昏
㏄
o
ぎ
⊆
ご
⊆
p
・
…
σ
m
p
廷

Ω
p
誘
O
o
需
口
㈹
屯
。
い
◎
霞
出
冒
σ
Q
島
。
凋
お
旨
島
回
労
①
く
。
ご
－

二
〇
戸
（
ω
9
窪
8
夏
負
G
D
o
8
一
曙
　
く
。
押
図
函
．
ズ
。
●
Q
o
．

一
り
α
Q
。
）
も
そ
の
意
昧
で
注
目
さ
れ
る
。
箪
命
史
研
究

に
お
け
る
こ
の
傾
向
の
問
題
点
の
一
つ
は
、
モ
ソ
タ

ニ
ャ
ー
ル
、
シ
ァ
コ
パ
ン
、
サ
ン
・
キ
ュ
ロ
ッ
ト
、

も
し
く
は
民
衆
、
プ
質
レ
タ
リ
ア
な
ど
と
よ
ば
れ
る

も
の
の
具
体
的
な
実
体
、
そ
れ
と
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー

と
の
閣
係
、
そ
れ
ら
が
箪
命
に
お
い
“
」
も
つ
慧
義
の

解
明
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
リ
ュ

ー
ド
の
論
文
も
、
こ
の
問
題
解
決
へ
の
一
つ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
で
あ
る
。
こ
の
イ
ギ
リ
ス
人
の
草
命
史
家
に

つ
い
て
は
詳
し
く
は
知
ら
な
い
が
、
民
衆
運
動
に
つ

い
て
の
関
心
が
強
く
、
最
近
の
専
門
誌
に
も
、
革
命

初
期
の
バ
リ
の
暴
動
の
社
会
的
構
成
や
、
九
三
年
二

月
末
の
パ
リ
の
暴
動
に
関
す
る
腰
丈
を
発
表
し
て
い

る
（
．
、
げ
p
8
御
璽
。
旨
幽
9
戸
蓉
9
巳
φ
欝
・
，
写
鶏
旨
①
？

臨
（
）
話
℃
ヒ
裟
〇
三
拓
い
ρ
停
寄
O
G
¢
ジ
寄
¢
ゲ
．
．
．
．
一
窪
中
豊
－

α
二
ε
い
q
窪
障
9
博
O
ま
く
ユ
α
巴
同
刈
O
㏄
凸
F
聖
p
缶
ψ
●
．
．
〉
旧
き
P
τ
ψ

三
葵
》
矯
盤
窪
繕
置
｛
念
く
二
一
’
缶
（
二
一
？
彰
3
7
α
●
〆
図
匿
“

冨
総
曽
区
図
メ
・
一
〇
密
噌
、
．
臼
、
剛
δ
霞
。
鉱
く
窃
。
晦
聖
霊
・

一
巽
ぎ
u
6
霞
H
o
o
二
〇
三
重
℃
p
「
『
自
費
言
㈹
二
δ
幣
賦
①
㌣

0
7
　
閃
O
く
。
一
9
ぽ
戸
臨
　
ご
ご
巳
一
6
コ
口
　
o
閉
覧
器
　
囲
ロ
艀
跨
篇
－

ε
　
O
h
　
鵠
一
著
○
臨
O
巳
　
拶
O
い
O
P
【
9
ピ
　
く
〇
一
　
×
×
＜
H
田

鼠
。
・
お
噸
）
。

　
さ
て
、
こ
の
「
フ
ラ
ン
ス
草
命
に
お
け
る
パ
リ
の

労
働
者
」
と
い
ら
、
豊
か
な
根
本
史
料
に
基
づ
く
実

証
的
な
論
文
は
、
革
命
前
夜
に
お
い
て
賃
労
働
者
は

ど
の
よ
う
な
点
で
一
つ
の
社
会
階
級
を
形
づ
く
っ
て

い
た
か
。
バ
リ
に
お
け
る
草
命
運
動
の
、
過
程
で
、
ど

ん
な
祉
会
的
政
治
的
役
割
を
演
ず
る
こ
と
が
で
き
た

か
、
の
二
つ
の
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
に
あ
る
。
短

か
い
序
言
と
結
論
を
除
い
て
、
論
交
は
　
e
草
命
前

夜
に
お
け
る
労
働
人
口
と
　
⇔
労
働
問
題
一
こ
れ

が
第
一
の
課
題
へ
の
解
答
で
あ
る
一
を
取
扱
っ
た

部
分
と
、
革
命
に
お
け
る
パ
リ
の
労
働
者
の
役
割
を

対
象
と
し
た
部
分
、
す
な
わ
ち
、
〔
日
八
九
年
七
月
十

四
日
か
ら
九
二
年
八
月
十
重
ま
で
、
㈱
八
月
十
属
か

ら
九
五
年
・
五
月
（
革
命
．
贋
三
年
プ
レ
リ
ア
ル
）
ま
で
、

か
ら
な
る
。
以
下
奇
童
を
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。

　
（
序
言
）
　
従
来
の
草
命
は
研
究
で
は
、
の
労
働
潔

　
　
　
グ
ル
ユ
ヅ

を
祉
会
集
団
と
し
て
は
、
津
市
や
町
村
の
小
生
産

者
、
貧
民
の
群
と
．
区
別
し
な
い
立
場
、
（
ル
ヴ
｝
，
ス

八
九

（　397　）



書

評
．

ー
ル
、
マ
チ
エ
｝
ズ
）
と
、
◎
明
確
な
社
会
階
級
と

し
て
、
十
入
世
紀
末
の
「
労
働
闘
題
の
重
要
性
」
や

革
命
に
お
け
る
労
．
鋤
者
の
役
割
を
誇
大
帯
す
る
立
場

（
ピ
カ
ー
ル
、
ジ
ァ
フ
ェ
、
ゲ
ラ
ン
）
が
あ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
フ
ユ
　
ジ
ワ
ン

を
食
摘
し
、
前
者
の
よ
5
な
混
　
同
と
後
者
の
も

つ
不
正
確
さ
を
克
服
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と

に
目
無
提
起
を
求
め
て
い
る
。

　
↓
　
十
入
世
紀
末
の
労
働
入
口
。
十
入
世
紀
の
中

　
く
頃
以
来
フ
ラ
ン
ス
で
も
資
本
主
義
的
工
業
が
発
展

し
、
賃
銀
労
働
者
が
多
く
生
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
と
く
に
リ
ヨ
ン
、
ル
ー
ア
ン
、
リ
ー
ル
、
エ

ル
ブ
ー
フ
、
セ
ダ
ン
な
ど
の
繊
維
　
工
業
都
市
で
著
し

　
ア
ン
ド
ユ
ス
ト
リ
リ
ア
ル
テ
イ
ザ
あ
ル

い
。
　
手
　
　
工
　
業
が
有
戸
な
パ
リ
で
も
、
九
一

年
に
は
百
乃
至
七
百
入
の
労
働
者
を
も
つ
レ
ー
ス
・

紗
工
場
が
菖
五
十
ほ
ど
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の

都
市
を
除
い
て
は
、
都
市
で
は
大
体
手
工
業
が
支
配

的
で
あ
り
、
農
村
工
業
に
お
い
て
も
、
生
産
者
は
賃

労
働
者
よ
り
も
む
し
ろ
農
民
で
あ
っ
た
。
こ
の
遭
う

な
工
業
状
態
か
ら
し
て
、
当
時
の
労
働
人
口
の
構
成

は
決
し
て
同
質
的
な
も
の
で
は
な
く
、
農
民
・
労
働

者
、
手
工
業
労
働
者
、
　
（
工
場
）
賃
銀
労
働
者
な
ど

異
質
的
な
要
素
を
ふ
く
み
、
一
つ
の
明
確
な
社
会
階

級
と
し
て
の
生
活
様
式
を
も
つ
て
い
た
の
は
、
バ
リ

で
は
建
築
労
働
者
た
ち
位
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
異

質
的
な
労
鋤
凹
人
口
の
数
に
つ
い
て
は
、
正
確
に
分
ら

な
い
が
、
パ
リ
に
関
す
る
限
り
で
は
、
一
七
九
一
年

の
調
査
に
よ
る
と
、
賃
銀
労
働
者
と
そ
の
家
族
と

は
、
バ
リ
人
口
の
半
を
占
め
て
い
た
。
し
か
し
、
パ

リ
は
例
外
で
あ
っ
て
、
他
の
都
市
の
場
合
は
、
は
る

か
に
少
数
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
二
　
革
命
前
夜
の
「
労
働
問
題
」
、
十
入
世
紀
の

　
く
後
半
、
と
く
に
七
六
年
以
後
は
、
労
働
問
題
ー
ス

ト
ラ
イ
キ
も
し
ば
し
ば
起
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

　
　
　
　
　
パ
ト
ロ
ン

の
労
働
者
対
親
方
の
闘
争
形
態
は
、
賃
銀
の
値
上
と

か
労
働
条
件
の
改
善
と
か
よ
り
も
、
パ
ン
や
そ
の
他

の
生
活
必
需
贔
の
た
め
の
闘
争
と
い
5
形
を
と
る
こ

と
が
多
か
っ
た
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ

れ
は
先
述
の
フ
ラ
ン
ス
の
工
業
。
労
働
状
態
に
基
づ

く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
賃
銀
労
働
者
と
他
の
下

層
毒
口
。
窪
℃
窪
営
。
と
が
結
び
つ
く
。
ヨ
。
巖
勺
窪
－

営
・
と
い
う
の
は
、
小
店
主
、
小
工
場
主
、
独
立
的

職
人
、
賃
銀
労
働
者
な
ど
の
、
無
産
者
や
小
資
産
者

を
総
称
す
る
言
葉
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
、
密
裕
な

商
人
や
、
貴
族
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
買
占
人
た
ち
に
対

し
て
、
バ
ソ
の
た
め
に
同
盟
し
て
闘
争
す
る
。
サ
ソ

キ
ュ
ロ
ヅ
ト
と
い
う
集
合
名
詞
は
、
こ
の
民
衆
の
岡

九
〇

盟
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
雷
藥
な
分
で
あ
る
。
労
働

者
の
階
級
鷺
識
、
社
会
思
想
も
革
命
前
夜
に
は
．
明
確

で
な
い
し
、
小
親
方
、
或
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の

そ
れ
と
も
、
判
別
し
え
な
い
。
そ
の
意
味
で
箪
命
前

夜
の
「
労
働
問
題
」
の
重
要
性
を
誇
大
視
し
て
は
な

ら
な
い
。

　
鋤
　
八
九
年
七
月
十
四
日
か
ら
九
二
年
八
月
十
旨

　
く
ま
で
。
　
下
層
民
を
革
命
運
動
に
参
加
さ
せ
た
も
の

は
、
何
よ
り
も
ま
ず
パ
ソ
を
初
め
と
す
る
物
価
高
で

あ
っ
た
。
八
九
年
七
月
の
運
動
を
起
し
た
も
の
も
、

パ
ン
の
欠
乏
と
高
価
と
で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
、

政
治
的
に
は
彼
ら
は
、
封
建
的
貴
族
政
が
敵
で
あ
る

こ
と
を
充
分
理
解
し
て
い
た
。
そ
の
点
で
ブ
ル
ジ
ョ

ワ
ジ
ー
と
結
び
つ
い
て
お
り
、
彼
ら
の
呼
び
か
け
に

鷹
じ
て
行
動
し
た
。
七
月
の
バ
リ
で
の
革
命
運
動

に
最
も
寄
与
し
た
も
の
は
、
労
働
者
を
含
め
て
の

冒
転
註
℃
窪
宮
O
で
あ
る
。

　
下
層
民
の
経
夢
心
要
求
を
も
つ
と
よ
く
示
す
も
の

は
、
十
月
目
事
件
で
あ
る
。
八
月
末
か
ら
九
月
に
か

け
て
、
パ
ソ
を
求
め
る
民
衆
一
1
と
く
に
婦
人
た
ち

一
の
暴
動
が
相
次
い
で
起
っ
て
い
る
。
十
月
の
一

件
の
結
宋
は
、
こ
の
民
衆
の
運
動
を
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ

ー
が
利
用
し
た
も
の
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
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合
、
戻
衆
の
運
動
も
単
に
パ
ン
の
要
求
だ
け
の
も
の

で
な
く
、
宮
廷
や
封
建
貴
族
に
対
し
て
ブ
ル
ジ
ョ
ワ

革
命
を
防
衛
す
る
政
治
的
目
的
を
も
も
っ
て
い
た
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
九
一
年
の
春
か
ら
、
民
衆
の
パ
ソ
と
職
を
求
め
る

運
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
支
配
権
を
握
っ

た
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
は
こ
れ
を
恐
れ
て
、
九
一
年
六

月
に
は
、
労
働
者
の
団
結
を
禁
止
し
た
有
名
な
シ
ャ

ブ
リ
エ
法
を
出
し
た
。
し
か
し
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の

左
翼
（
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
）
は
結
社
を
形
成
し
、
下
層

民
の
要
求
を
支
持
し
た
。
そ
れ
は
シ
ャ
ン
・
ド
・
マ

ー
ル
の
事
件
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。

　
九
二
年
初
に
も
、
砂
糖
の
欠
乏
を
中
心
に
暴
動
が

起
つ
た
が
、
同
時
に
戦
争
の
開
始
と
と
も
に
、
労
働

者
の
草
命
的
愛
国
風
情
獣
郁
も
高
揚
し
た
。
反
革
命
分

．
子
が
下
陰
民
の
窮
乏
に
つ
け
こ
ん
で
策
動
し
た
が
、

成
功
を
み
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
5
な
労
働
者
と
サ
ン

キ
ュ
ロ
ッ
ト
ー
リ
ュ
ー
ド
に
よ
る
と
九
二
年
の
六

月
以
後
舅
①
崖
℃
o
ロ
覧
。
が
こ
う
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
一
た
ち
の
革
命
的
情
熱
が
、
八
月
十
日
の

事
件
に
結
実
す
る
。
八
月
十
日
事
件
の
負
重
事
八
二

人
の
中
、
三
〇
入
ほ
ど
が
労
働
者
で
あ
っ
た
。
一
月

十
臼
の
纂
件
に
お
い
て
、
バ
リ
の
下
贋
民
は
、
は
つ

　
　
　
　
　
　
書
　
　
　
　
評

轟
ざ
り
し
た
社
ム
竃
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
i
ー
バ
ン
や
必
雛
砺
晶
…

の
物
価
統
制
一
を
提
出
し
て
い
る
。

　
⑳
　
九
二
年
八
月
十
日
か
ら
九
五
年
五
月
ま
で
。

　
く
八
月
十
日
の
事
件
に
よ
つ
て
労
働
者
の
大
部
分
は
参

政
権
を
え
た
。
し
か
し
、
同
時
に
ジ
ロ
ン
ダ
ン
・
ブ

ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
経
済
政
策
に
対
し
て
、
と
く
に
物

価
高
に
対
し
て
闘
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
九
三
年

二
月
末
か
ら
そ
の
た
め
の
対
抗
が
起
っ
て
い
る
。
こ

の
運
動
に
明
確
な
政
治
的
目
標
を
与
え
た
の
が
ジ
ァ

コ
バ
ン
で
あ
る
。
五
月
三
十
一
臼
の
事
件
1
ー
ジ
ロ

ン
ダ
ン
の
追
放
一
を
行
っ
た
も
の
は
、
こ
の
よ
5

な
サ
ソ
キ
ュ
ロ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
中

で
労
働
者
が
ど
れ
ほ
ど
の
寄
与
を
し
た
か
は
正
確
に

云
5
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　
ジ
ァ
コ
バ
ソ
が
政
権
を
握
り
え
た
の
は
、
労
働
者

を
含
む
パ
リ
の
サ
ン
キ
ュ
ロ
ッ
ト
と
の
同
盟
に
よ
つ

て
で
あ
る
。
し
か
し
、
祖
国
防
衛
、
戦
争
遂
行
の
た

め
に
、
ジ
ァ
コ
バ
ソ
は
こ
れ
ら
の
勢
力
と
同
時
に
、

都
市
や
農
村
の
大
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
一
部
の
支
持

を
も
必
要
と
し
た
。
そ
の
故
に
物
価
の
統
制
が
同
時

に
賃
銀
の
統
制
を
含
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
労
働

力
の
不
足
の
時
期
に
お
け
る
か
か
る
政
策
が
、
労
働

者
、
従
っ
て
バ
リ
の
サ
ン
キ
ュ
”
ッ
ト
の
大
部
分
を

ジ
ァ
コ
バ
ン
か
ら
離
れ
さ
せ
た
っ
こ
の
労
働
者
対
ジ

一
、
コ
パ
ン
の
闘
争
は
九
四
年
初
頭
か
ら
七
月
ま
で
漸

次
尖
鋭
化
し
て
行
っ
た
。
軍
需
産
業
関
係
労
働
者
の

賃
上
げ
要
求
怯
、
公
安
委
員
会
に
と
っ
て
の
最
大
の

不
安
と
な
り
、
そ
れ
だ
け
に
弾
圧
も
強
か
っ
た
。
テ

ル
、
ミ
ド
ー
ル
の
事
件
の
背
景
に
は
、
こ
の
労
働
者
対

ジ
ァ
コ
。
ハ
ン
闘
争
仲
か
あ
る
。
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
。
ブ
ル

ジ
ョ
ワ
ジ
ー
は
、
董
・
上
申
・
に
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
が
常

に
や
っ
た
よ
う
に
、
白
H
已
の
目
的
の
た
め
に
、
こ
こ

で
も
下
層
民
の
運
動
を
利
用
し
た
の
で
あ
・
る
。

　
テ
ル
、
ミ
ド
ー
ル
以
後
は
大
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
勝

利
、
サ
ソ
キ
ュ
ロ
ッ
ト
の
敗
北
の
歴
史
で
あ
る
。
イ

ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
進
行
に
よ
っ
て
、
サ
ン
キ
ュ
ロ

ッ
ト
の
暴
動
叛
乱
は
九
四
年
末
か
ら
九
五
年
初
に
、

し
ば
し
ば
起
つ
た
。
し
か
し
組
織
と
プ
ラ
ン
を
欠
い

た
た
め
に
失
敗
し
、
九
五
年
五
月
の
叛
乱
を
最
後

に
、
バ
リ
の
サ
ン
キ
ュ
ロ
ッ
ト
の
敗
北
は
決
定
的
と

な
っ
た
。

　
結
論
。
革
命
前
夜
に
労
働
者
の
数
は
か
な
り
多
か

っ
た
こ
と
は
事
笑
と
し
て
も
、
彼
ら
は
ま
だ
明
確
な

階
級
意
識
を
も
つ
て
お
ら
ず
、
そ
の
社
会
思
想
に
お

い
て
は
、
支
慨
的
で
あ
っ
た
手
工
業
者
を
中
心
と
す

る
他
の
下
矯
民
の
そ
れ
と
区
別
で
き
ず
、
古
い
同
業

九
一
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轡

組
合
酌
な
「
保
護
」
を
要
求
し
て
い
た
。
．
草
命
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ン
パ
ニ
フ
ン

い
て
最
も
尖
鋭
だ
つ
た
の
ほ
、
笑
に
手
工
業
者
だ
つ

た
。
サ
ン
キ
ュ
ロ
ッ
ト
の
運
動
が
笑
質
的
に
は
、
反

資
本
主
義
的
で
あ
る
の
に
、
こ
れ
を
新
ら
し
い
社
会

組
織
を
目
的
と
す
る
プ
質
レ
タ
リ
ア
攻
勢
と
み
た
点

に
、
ゲ
ラ
ン
の
誤
謬
が
あ
る
。

　
さ
ち
に
忌
避
の
社
会
闘
争
に
お
い
て
、
賃
銀
に
関

す
る
要
求
は
第
ご
義
的
で
あ
り
、
革
命
史
と
し
て
重

要
な
の
は
、
パ
ン
と
物
一
価
統
制
の
要
求
で
あ
っ
た
。

ま
た
政
治
的
に
み
て
も
、
労
働
者
は
行
政
機
関
の
中

で
は
大
し
た
役
醤
を
果
し
て
い
な
い
．
、
最
も
デ
モ
ク

ラ
テ
ィ
ッ
ク
な
共
和
政
の
時
期
で
さ
え
も
、
精
密
に

労
働
者
的
な
政
治
思
想
の
兆
は
み
ら
れ
な
い
。
要
す

る
に
、
フ
ラ
ン
ス
運
命
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
製

鋼…

ﾉ
、
ザ
ン
キ
ュ
ロ
ッ
ト
的
集
団
の
中
で
さ
え
、
第

二
義
的
な
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

　
紙
幅
の
制
限
の
た
め
に
詳
細
な
誰
を
省
略
し
た
た

め
に
、
充
分
に
意
を
つ
く
し
え
な
か
っ
た
が
、
リ
ュ

ー
ド
の
云
わ
ん
と
す
る
所
は
、
ゲ
ラ
ン
の
よ
・
う
に
、

草
命
に
お
け
る
下
層
民
の
力
を
過
大
に
評
価
す
る
見

解
に
反
対
し
て
、
そ
れ
が
軍
要
な
役
割
を
演
じ
た
に

せ
よ
、
革
命
史
全
体
か
ら
み
れ
ば
、
第
二
義
的
に
止

憲
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
い
ろ
い
ろ
な
歴
史
的
制
限

を
も
つ
て
い
る
こ
と
を
朋
ら
か
に
し
、
フ
ラ
ン
ス
革

命
に
お
け
る
民
衆
運
動
に
正
し
い
避
難
づ
け
を
与
え

よ
ら
と
す
る
点
に
あ
る
。
1
前
川
貞
次
郎
i

李
朝
奥
歯
　
第
一
冊

　
李
朝
実
録
、
太
祖
笑
録
か
ら
哲
宗
親
録
ま
で
二
五

朝
、
二
九
種
、
一
入
九
三
巻
、
八
八
入
曽
の
全
玉
子

は
、
昭
和
五
i
七
年
に
京
城
大
学
法
交
学
が
写
真
版

複
製
を
印
行
し
た
の
で
あ
る
が
、
印
刷
部
数
は
三
〇

部
に
と
ど
濠
つ
た
。
今
回
掌
習
院
東
洋
丈
化
研
究
所

に
お
い
て
、
半
永
久
的
継
続
事
業
と
し
て
李
朝
実
録

普
及
版
の
印
行
を
計
画
し
、
本
年
度
分
と
し
て
、
太

祖
実
録
よ
り
太
宗
笑
録
ま
で
を
五
冊
と
し
て
発
行
し

別
に
索
引
一
冊
を
添
え
る
と
い
5
こ
と
で
あ
っ
て
、

太
祖
実
録
一
五
巻
が
、
已
に
第
一
冊
と
し
て
刊
行
さ

れ
た
。
李
朝
実
録
は
朝
鮮
史
研
究
の
基
本
的
丈
献
で

あ
る
こ
と
は
い
5
ま
で
も
な
い
が
、
明
・
満
の
中

国
・
満
洲
と
の
関
係
、
室
町
時
代
以
降
の
日
本
・
琉

球
と
の
関
係
等
の
重
要
資
料
で
あ
る
。
臼
本
に
つ
い

て
い
え
ば
、
た
だ
に
日
鮮
交
渉
の
根
ゐ
不
史
料
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
日
本
の
政
治
・
経
済
・
女
化
・
外
国

関
係
等
に
つ
い
て
も
、
国
内
史
料
と
は
別
趣
の
貴
重

な
史
料
を
多
く
提
供
し
て
く
れ
る
戸
、
例
え
ば
、
京
誠

九
工

大
学
の
複
印
に
よ
っ
て
、
蜜
町
時
代
の
西
日
本
の
敷

治
情
勢
、
照
内
の
経
済
の
発
達
、
こ
と
に
琉
球
並
に

南
方
諸
地
域
と
の
関
係
が
、
い
か
に
明
か
に
し
得
ら

れ
た
か
は
、
わ
れ
わ
れ
の
記
憶
に
新
な
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
李
朝
実
録
鈴
丹
版
の
完
成
は
、
真
に
学
界
永

遠
の
事
業
と
い
5
べ
き
で
あ
る
が
、
全
部
で
約
コ
百

冊
一
五
万
頁
に
も
達
す
る
彪
大
な
も
の
で
あ
り
、
切

に
そ
の
成
功
を
期
持
す
る
次
簾
で
あ
る
。
な
お
印
刷

部
数
は
五
百
部
に
限
定
し
、
第
一
冊
の
購
読
者
を
登

録
し
、
そ
の
人
々
に
限
り
第
二
柵
以
下
の
購
読
を
受

付
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
李
朝
実
録
第
一
冊
、

A
5
版
、
総
ク
ロ
ー
ス
装
、
頒
緬
一
五
〇
〇
円
、
巾

辻
先
　
東
京
都
豊
齢
区
目
白
町
一
丁
目
　
学
習
院
束

洋
丈
化
研
究
所
）
。
　
　
一
小
葉
田
　
淳
1
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